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連携先企業名 株式会社　崚善 担当者名 牛　浩

電話番号 06-6773-9851 対象年度 令和7年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

活動場所：大阪市東住吉区矢田4-2-9　Halメダカ

実施日程：毎週月～金（時々土曜日活動あり）毎月20～23日活動

実施した生産活動・施設外就労の概要：

①メダカの飼育・繁殖・産卵・写真撮影

②メダカの販売（店頭販売・ネット販売）とそれに付随する業務

利用者：5名

地域連携活動のねらい：人手不足のローカルの小規模店補で足りない人手をカバー

し、またネット販売などもともとの店舗ではできなかった販売方法を取り入れるこ

とで売り上げ増に貢献する。個体の生存率を上げ、販売できる個体を多く確保す

る。

地域にとってのメリット：休眠家屋を再生運用したことで少しでも地域の活性化に

つながる。店舗に人の出入りが増えて周辺地域が明るくなる。

対象者にとってのメリット：生体(生物)に接する仕事を通して癒し効果により精神

安定につながることが期待できる。単にメダカの世話だけでなく、加えて実店舗で

就労(訓練)することにより、店舗運営に必要なことを実践的に学び、地域にお住ま

いの方々を中心とした接客を通じて交流の機会が得られる。また、ネット販売に関

わることで、ECショップ運営について理解の機会も得られるなど、一般就労へ向

けた有意義な訓練ができる。

利用者さんそれぞれの飼育スキルが向上し、オスメスの見分けやメダカの体調管理

が高い水準で出来るようになってきました。作業中メダカの不調にすぐ気づかれる

ため、早く治療でき、寿命や奇形以外の個体は薬浴・塩浴等で回復する確率が上

がっています。季節の変わり目で水温が安定しない時期に、弱ったり病気になった

個体がそのまま死んでしまう数を昨年に比べて減少させることに成功しました。

課題点：メダカの成長速度や発色に光量不足が影響している可能性が浮上中です。

建物の構造上、日光があまり差し込まず、ライトで対応していたものの、経年劣化

で痛んできています。今後、今の環境でいかに成長速度を上げて発色を良くするか

工夫していく必要がありそうです。

毎年季節の変わり目には水温の変化で一定数のメダカが死んでしまっていた。今年もそれを覚悟していましたが、

早期治療のお蔭でたくさんの個体が生き残ることがきた。日々事業所の職員さんや利用者さんがメダカ飼育に尽力

してくれて、とても有難く思っている。

課題点：光量不足がメダカの成長速度や発色に影響している可能性があると言われていますので、ライトの買い替

え等どういう方向で対応していくか検討していきます。

住　所 大阪市天王寺区真法院町6-12　真法院JNビル5階 管理者名 岩川　有希

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ゲットワークエナベル 事業所番号 2711700928

様式１

産卵床についた卵 採卵の様子 卵（品種ごとに保管）

成魚の発送 水質保持作業（フン取りの様子） 稚魚

今年飼育を始めた新品種 月下美人 サタン黄ひれ

薬浴・塩浴で治療中の水槽 店頭販売の様子


